
入
る
前
に
誰
か
が

コ
ー
ス
の
途
中
で

止
ま
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
が
何
回

か
繰
り
返
さ
れ
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
は
生
徒
を
集

め
、
全
員
が
ス
ム

ー
ズ
に
走
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に

す
べ
き
か
聞
い
て

い
く
。
す
る
と
、

「
ゆ
っ
く
り
走
る
」

「
他
の
人
の
動
き

を
よ
く
観
る
」「
譲
り
合
う
」
と
生
徒
た
ち
が
答
え

る
。「
そ
の
通
り
で
す
。
さ
ら
に
、
声
や
合
図
で
自

分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
」
と
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
。
こ
れ
ら
を
一
人

ひ
と
り
が
実
践
し
て
み
る
と
、
コ
ー
ス
内
を
20
台

で
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
反
応
回
避
」
で
は
、
両
手
に
旗
を
持
つ
先
生

に
向
か
っ
て
自
転
車
を
走
ら
せ
、
先
生
が
上
げ
た

旗
と
逆
方
向
に
回
避
す
る
。
１
回
目
は
片
手
、
２

回
目
は
両
手
で
運
転
し
て
、
片
手
で
運
転
し
て
い

る
と
、
自
分
が
思
う
よ
う
に
回
避
で
き
な
い
こ
と

を
体
験
し
て
も
ら
う
。「
今
回
は
旗

が
上
が
る
こ
と
を
予
測
し
て
走
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
道
路
を
走
っ
て

い
る
時
は
目
の
前
に
突
然
、
危
険
が

現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傘
や
携

帯
を
持
ち
な
が
ら
片
手
で
運
転
し
て

い
る
と
、
急
な
事
態
に
対
応
で
き
な

く
な
る
た
め
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
」

と
強
調
し
た
。

最
後
に
生
徒
の
代
表
者
が
「
私
た

ち
は
毎
日
、
自
転
車
を
利
用
し
て
い

る
の
で
、
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

安
全
運
転
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
決
意
を
述
べ
、
自
転
車
教
育
は

終
了
し
た
。

こ
の
日
、
視
察
に
訪
れ
た
群
馬
県
交
通
政
策
課

の
佐
嶋
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
参
加
体
験
型
の
実

践
教
育
が
最
も
効
果
の
上
が
る
手
法
だ
と
思
い
ま

す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
来
年
度
は
さ
ら
に

実
施
校
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

高
崎
商
業
高
校
の
中
島
教
諭
は
「
ホ
ン
ダ
の
道

徳
的
な
観
点
か
ら
の
指
導
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
新
た
な
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。

正
し
い
ブ
レ
ー
キ
の
使
い
方
が
身
つ
い
て
い
な
い

生
徒
が
い
た
の
で
、
自
転
車
の
基
本
操
作
に
つ
い

て
再
確
認
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、
ホ
ン
ダ
の
協
力
を
得
な
が
ら
指
導
内
容
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

STREAM
交通安全教育の潮流

他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
ケ
ガ
を
負
わ
せ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
の
は
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
で

す
」。続

い
て
、
交
通
事
故
の
加
害
者
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
、
高
校
生
で
も
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
を
、
具
体
例
を
挙
げ
て
解
説
。
さ
ら
に
、
自

転
車
乗
用
中
に
出
会
う
様
々
な
危
険
場
面
を
見
せ
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
事
故
を
防
げ
る
か
生
徒

に
考
え
て
も
ら
っ
た
。

実
技
は
「
８
の
字
走
行
」
と
「
反
応
回
避
」。

「
８
の
字
走
行
」
は
直
径
10
ｍ
の
円
を
つ
な
げ
た
８

の
字
コ
ー
ス
内
を
自
転
車
20
台
で
走
行
す
る
。
ま

ず
１
台
ず
つ
コ
ー
ス
に
入
っ
て
い
く
が
、
20
台
が

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ホ
ン
ダ
が
全
国
で
展
開

し
て
い
る
高
校
生
交
通
安
全
教
育
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
今
回
は
、
９
月
よ
り
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

た
群
馬
県
で
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

平
成
24
年
の
群
馬
県
内
の
自
転
車
事
故
件
数
は

３
１
４
３
件
。
こ
の
う
ち
３
割
に
高
校
生
が
か
か

わ
っ
て
お
り
、
高
校
生
が
自
転
車
事
故
に
占
め
る

割
合
は
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
群

馬
県
県
土
整
備
部
交
通
政
策
課
補
佐
の
佐
嶋
芳
明

さ
ん
は
「
昨
年
10
月
に
内
閣
府
で
開
催
さ
れ
た

『
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
交
通
安
全
対
策
主
管

課
（
室
）
長
会
議
』
の
な
か
で
、
ホ
ン
ダ
が
熊
本

県
で
実
施
し
た
高
校
生
交
通
安
全
教
育
の
事
例
を

知
り
ま
し
た
。
自
転
車
を
利
用
す
る
生
徒
が
事
故

に
遭
わ
な
い
た
め
の
効
果
的
な
教
育
が
で
き
る
と

考
え
、
ホ
ン
ダ
の
高
校
生
交
通
安
全
教
育
を
県
内

の
高
校
に
案
内
し
ま
し
た
」
と
導
入
の
背
景
を
話

す
。群

馬
県
立
高
崎
商
業
高
等
学
校
（
群
馬
県
高
崎

市
）
で
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て

全
校
生
徒
を
対
象
に
自
転
車
教
育
が
実
施
さ
れ
た
。

同
校
で
は
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
通
学
に
自
転
車
を

利
用
し
て
い
る
。

同
校
生
徒
指
導
主
事
の
中
島
隆
行
教
諭
は
「
昨

年
ま
で
は
、
入
学
直
後
の
１
年
生
に
私
た
ち
教
職

員
が
自
転
車
の
実
技
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

生
徒
に
よ
り
実
効
性
の
あ
る
指
導
を
し
よ
う
と
今

年
度
は
そ
れ
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
ず
１
学
期
に

は
生
徒
に
危
険
マ
ッ
プ
を
配
付
し
、
学
校
周
辺
の

危
険
箇
所
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
。
２
学
期
に
、

高
崎
警
察
署
に
よ
る
ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト

教
育
技
法
を
用
い
た
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ホ
ン
ダ
に
よ
る
高
校
生
交
通
安

全
教
育
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
た

ち
が
持
っ
て
い
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ホ
ン
ダ
か
ら
吸

収
し
、
将
来
的
に
当
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
交
通
安
全

教
育
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
い
う
。

10
月
29
日
は
２
年
生
３
１
７
名
が
参
加
。
生
徒

は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
座
学
と
実
技
を
交
互

に
受
講
す
る
。
指
導
は
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安

全
運
転
普
及
本
部
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担
当

し
た
。

座
学
で
は
、
ま
ず
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
生
徒

に
「
な
ぜ
交
通
安
全
を
勉
強
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
で
す
。
こ

れ
が
、
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
説
明
。「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
同
時
に
、
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全国に拡がるHondaの高校生交通安全教育活動　連載：第4回

Hondaのノウハウを取り入れ、
学校独自の自転車教育をめざす

★

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

と
い
う
意
識
を

持
っ
て
も
ら
う

譲
り
合
い
の
大
切
さ
に

気
づ
い
て
も
ら
う

「8の字体験走行」では他の自転車の動きをよく観
ることや、お互いに譲り合うことが安全運転には
必要であることに気づいてもらう

「反応回避」では先生が上げた旗を確認したら逆方向に回避す
る。片手に何かを持った状態（写真上）と、両手でハンドル
握っている状態（写真下）をそれぞれ体験

自分の命を守ることや、思いやりの心を持つことの大切さに気づ
いてもらうための座学

片
手
運
転
の
危
険
を

体
験
し
て
も
ら
う

群
馬
県
内
の
高
校
で

拡
大
が
期
待
さ
れ
る

ホ
ン
ダ
の
交
通
安
全
教
育

10月12日、13日の両日、自動車安全運転センター
安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）にて第
44回全国白バイ安全運転競技大会（主催：警察庁）
が開催された。
この大会は、全国の白バイ隊員の安全運転技能の
向上、士気の高揚及び隊員相互の融和団結を図るこ
とを目的として、昭和44年より実施されている。今
年は、47都道府県警察及び皇宮警察から、女性隊員
35名を含む184名の選手が参加。

バランス走行操縦競技、トライアル走行操縦競技、
不整地走行操縦競技、傾斜走行操縦（スラローム）
競技の計4種目によって熱戦が繰り広げられ、2日間
で約7940人が観戦した。
主な結果は以下の通り。
●団体競技の部
（第1部・9都府県警察）優勝／警視庁、第2位／福
岡県、第3位／神奈川県
（第2部・38道府県警察等）優勝／高知県、第2位／
佐賀県、第3位／島根県
●個人競技の部
（男性の部）
優勝／門之園純一
（警視庁）
（女性の部）
優勝／宮田舞美
（警視庁）

10月31日、JA共済ビルカンファレンスホ
ール（東京都千代田区）にて（公財）交通事
故総合分析センター主催の「第16回 交通事
故・調査分析研究発表会」が開催された。
この研究発表会は、同センターが行った交
通事故に関する各種調査・分析研究の成果を
交通安全対策に活用してもらうことを目的に
毎年行われている。今年は高齢者の交通事故
をテーマに以下の5つの発表があった。
1）高齢者の交通事故─序─
2）高齢歩行者の事故
・事故例調査からの提案
・被害軽減ブレーキの効果
3）自転車乗用中の高齢者の事故分析と対策
4）二輪車事故と高齢者

5）高齢者の自動車事故
・高齢運転者の死亡要因の分析
・後席同乗中高齢死者の傷害状況の分析

※発表の詳細については以下のホームペー
ジを参照。
http://www.itarda.or.jp/ws/

NEWS REVIEW
●第44回全国白バイ安全運転競技大会

安全運転技術の最高峰を全国の白バイ隊員が競う
●（公財）交通事故総合分析センター

高齢者の交通事故に関する調査・
分析研究を発表
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